
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
二
巻
第
二
号

平
成
六
年
三
月

九
九

虚

空

蔵

法

に

つ

い

て

八

田

幸

雄

一

虚

空

蔵
法

関
係

の
経

軌

ω

『虚
空
蔵
菩
薩
能
満
所
願
最
勝

心
陀
羅
尼

求
聞
持

法
』
(『求
聞
持

法
』)
善
無
畏
訳

(大
正
二
〇
ー
六
〇

一
)

②

『大

虚
空
蔵
菩
薩
念
諦
法
』
不
空
訳

(大
正
二
〇
―
六
〇
三
)

③

『
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
速
疾
大
神
験
秘
密
式

経

(『式
経
』)
金
剛
智
訳

と
伝

え
ら
れ
る
も
後
世

の
付
加

(大
正
二
〇
ー
六
〇
七
)

ω

『
金
剛
峯
楼
闍

一
切
喩
珈
喩
紙
経
』

(『喩
紙
経
』)
金
剛
智
訳

と
伝

え
ら
れ
る
も
後
世
の
編
集

(『大
正
一
八
-
二
五
三
)

⑤

『喩

祇
経
疏
』
安
然
述

(七
九
五
～
八
六
八
)
(大
正
六
一
ー
四
八
五
)

右
の
経
軌
は
宿
曜
関
係

の
経
軌
類
と
関
わ
り
様

々
に
展
開

し

て

い

く
。
そ

の
経
軌
類

の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑥

『
文
珠
師
利
菩
薩
及
諸
仙
所
説
吉
凶
時
日
善
悪

宿
曜

経
』
不
空

訳

(大
正
二

一
―
二
八
七
)

①

『
宿
曜
儀
軌
』

一
行
撰

(大
正
二
一
-
四
二
二
)

⑧

『
七
曜
擁
災
決
』
金
倶
吃
撰

(大
正
二
一
ー
四
二
六
)

⑨

『梵
天
火
羅
九
曜
』

一
行
撰

(大
正
二
一
ー
四
五
九
)

等
が
あ
る
。
こ
れ
等
は
占
星
術
を
主
と
し
た
も
の
で
吉
凶
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

た
だ
七
曜
、
九
執

(七
曜
に
ラ
ゴ
と
ケ
ー
ツ
の
蝕
神
と
彗
星

を
加
え
た
も
の
)、
十
二
宮
、
二
十
八
宿
、
北

斗
七
星
を
説
く
。

ω

『求
聞
持
法
』。

こ
れ
は
空
海
が
修
し
た
も

の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

『求
聞
持
法
』
に
は
最
勝
心
陀
羅
尼
が
説
か
れ

て
い
る
。
こ

の
陀
羅
尼

は

『宿
曜
儀
軌
』
『式
経
』
に
も
同
文

の
真
言
が
あ
る
。

虚
空
蔵
菩
薩
の
た
め
に
帰
命
す
。
以
下
は
文
意
未
明
で
あ
る
。
天
空

の
神
秘
の
世
界
に
対
す
る
呪
文
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
真
言
の
直
後
に

「若
し
よ
く
常
に
こ
の
陀
羅
尼
を
諦
ず
も
の
は
、
無
始
よ
り
来

れ

る
五

無
間
等
の

一
切
の
罪
障
悉
く
皆
錆
滅
す
」
(大
正
二
〇
1
六
〇

一
・
C
)
と

あ
る
か
ら
、
天
空
の
神
秘
に
触
れ
て
清
浄
心
を
体
得
と
解
さ
れ
る
。

次
に
画
像
法
が
説
か
れ
る
。
「宝
蓮
華
上
に
半
珈

に
坐
す
。
…
宝
冠

の
上
に
五
の
仏
像
あ
り
。
詰
珈
跣
坐
す
。
菩
薩
の
左
手
は
白
蓮
華
を
執

り
、
吠
瑠
璃
色

(

猫
目
石
の
色
)
に

て
黄
火

の
焔

を
発
す
。
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虚
空
蔵
法

に
つ
い
て

(八

田
)

一
〇
〇

右
手
は
ま
た
諸
願
を
与
う
る
印
な
り
。
五
指
垂
下
し
掌
を
現
わ
し
外
に

向
け
る
。
こ
れ
与
願
の
印
相
な
り

(大
正
二
〇
1
六
〇
二

・
a
)

修
行

の
場
所
に
つ
い
て
は

「当
に
空
閑
寂
静
の
処
、
或
い
は
浄
室
、

塔
廟
、

山
頂
、
樹
下
」

と
説
く

(大
正
二
〇
ー
六
〇
二
・
a
)。
次

に
真

言
の
諦

じ
方
は
前
後
通
計
百
万
遍
。
そ
の
数
は
終
に
及
び
時
限
な
し
と

い
う
。

こ
の
他
に
木
壇
を
造
り
修
法
す
る
こ
と
。
日
蝕
、
月
蝕
の
日
に

成
満
す

る
よ
う
に
修
す
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

今

『
求
聞
持
法
』
を
み
て
み
る
と
、
真
言
文
を
諦
ず
こ
と
に
よ
り
身

心
清
浄
と
な
り
、
本
性
の
宝
珠
を
顕
わ
に
す
る
こ
と
が
出

来

る
と
い

う
。
こ
れ

は
空
海
の
修
し
た
求
聞
持
の
法
で
、
そ
れ
は
奈
良
の
自
然
智

宗
の
体
験

に
連
な
る
も
の
を
持

っ
て
い
る
。
宝
冠
に
五
の
仏
像
が
あ
る

こ
と
は

一
方
に
金
剛
界
五
仏
に
発
展
し
て
い
く
も
の
を
持

っ
て
い
る
。

『式
経
』

『喩
祇
経
』
は
こ
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
他
方
五
仏
は

『白

宝
口
抄
」

に
よ
れ
ば
日
月
を
除
い
た
五
星

(火
水
木
金
土
)
を
示
す
と
い

う

(大
正
㈹
-
七
七
三
)。
日
月
は
陽
と
陰
、
五
星
は
五
行
を
示
す

も

の

と
し
て
宇
宙
の
発
展
を
示
す
。
こ
れ
は
金
剛
界
と
は
別
の
教
理
で
宿
星

信
仰
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
成
満
の
日
を
日
蝕
、
月
蝕

の
日
と
す
る
こ
と
は
、
や
が
て

『
宿
曜
儀
軌
』
の
い
う
よ
う
に

「
日
月

星
皆
虚
空

蔵

所
変

也
」
(大
正
二
一
ー
四
三
二
・
b
)
と
い
ふ
、
七
曜
、

九
執
、
七
星
、
二
十
八
宿
を
包
含
し
、
運
命
、
天
候
を
支
配
す
る
も
の

と
な
り
、
請
雨
法
と
関
わ
る
も
の
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

二

自

然
智

宗

へ
と
発

展

す

る

『
求

聞
持

法
』

空
海
は

『
三
教
指
帰
』
の
序
文
に
こ
こ
に

一
人
の
沙
門
あ
り
。
余
に

虚
空
蔵
求
聞
持
の
法
を
呈
す
。
そ
の
修
行
の
効
あ

っ
て

「
谷
響
き
を
惜

し
ま
ず
、
明
星
来
影
す
」
と
体
験
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
宇
宙
の
声

を
聞
き
、
自
ら
の
中
に
宇
宙
の
生
命
を
感
得
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
日
本
で
は
空
海
の
明
星
体
験
か
ら

『明
星
軌
』
が
作
ら
れ
、
ま
た

明
星
の
本
地
は
五
大
虚
空
蔵
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
虚
空
蔵
求
聞
持
の
法
が
奈
良
朝
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
た
こ
と

は
、
た
だ
善
無
畏
の

『求
聞
持
法
』
が
拡
ま

っ
た
と
い
う
単
純
な
こ
と

で
は
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
法
を
受
け
容
れ
る
素
地
が

あ

っ
た

の
で
あ

る
。
そ
れ
は
吉
野
の
比
蘇
山
寺
を
中
心
と
し
て
自
然
智
を
体
得
す
る
行

法
が
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

自
然
智
を
体
得
す
る
の
に
力
あ

っ
た
人

は
神

叡
、
『
求
聞
持
法
』
を

伝
え
た
道
慈
、
道
踏
で
あ
る
。
何
れ
も
八
世
紀
初
め
の
人
で
あ
る
。
神

叡

の
系
譜
に
は
尊
応
、
勝
悟
、
護
命
が
あ
る
。
元
興
寺
法
相
唯
識
の
系

譜
の
人
で
あ
る
。
護
命
は
法
相
を
学
ぶ
と
と
も
に
虚
空
蔵
法
も
学
ぶ
。

「月
の
上
半
は
深
山
に
入
り
虚
空
蔵
法
を
修
し
、
下
半
は
本
寺

に
あ
り

て
宗
旨
を
研
精
す
」
と
あ
る
。
法
相
学
者
が

一
方
に
自
己
の
宗
教
体
験

を
深
め
る
た
め
に
山
寺
に
入
り
修
行
し
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

自
然
智
体
験
の
修
行
は
日
本

の
山
林
修
行
者
に
よ

っ
て
基
礎
が
出
来

て
い
た
が
、
こ
れ
に

『求
聞
持
法
』
が
加
味

さ
れ
、
内
容
が
豊
か
に
な
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虚
空
蔵

法

に
つ
い
て

(八

田
)

一
〇

一

り
、
日
本
的
喩
伽

の
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
行
法
は

比
蘇
山
寺
だ
け
で
は
な
く
、
奈
良
の
仏
教
の
底
流
に
広
く

生
き

て

い

く
。
そ
れ

は
東
大
寺
の
大
仏
殿
の
尊
像
を
み
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
中

央
に
盧
遮
那
仏
、
脇
士
は
向

っ
て
左
に
虚
空
蔵
菩
薩
で
、
左
手
与
願
右

手
施
無
畏

で
あ
る
。
右
に
は
如
意
輪
観
音
菩
薩
で
、
左
手
施
無
畏
、
右
手

与
願
で
あ

る
。
何
れ
の
尊
も
光
線
を
示
し
た
光
背
が
あ
る
。
後
世
の
像

で
は
あ

る
が

『覚
禅
紗
』
の
求
聞
持
虚
空
蔵
の
図
像
は
五
仏
冠
、
右
手
与

願
左
手
蓮

上
の
宝
珠
を
示
し
、
身
体
よ
り
光
線
を
発
し
て

い
る

(大
正

⑤
⊥

一二
五
図
)。
東
大
寺

の
如
意
輪
は
如
意
宝
珠
を
示
す
尊
と
す
れ
ば
、

求
聞
持

の
法
を
背
後
に
考
え
た
尊
と
み
ら
れ
、
こ
の
場
合
は
虚
空
蔵
は

文
字
通

り

"空
"
の
体
得
を
示
し
た
も

の
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

三

五
大
虚

空
蔵

へ
の
展
開

ω

『求
聞
持
法
』

の
虚
空
蔵

の
図
像
は
五
仏
冠
と
あ
る
。
こ
れ
は

一

方
に
金
剛
界
五
仏

へ
と
展
開
し
、
ま
た

一
方

に
五

星
か

ら
、
七
曜
、

九
執
、

二
十
八
宿

へ
と
発
展
し
て
い
く
。
五
大

虚
空

蔵

の
記
述
は
③

『式
経
』

と
ゆ

『喩
祇
経
』
に
あ
る
。

③

『
式
経
』
の
五
大
虚
空
蔵
は
次

の
よ
う
に
説
く
。

中

解
脱
。

左
手
宝
蓮
華
、
右
手
施
無
畏

東

福
智
。

左
手
掲
磨
杵
、
右
手
施
無
畏

南

能
満
。

左
手
青
蓮
上
宝
、
右
手
宝
剣

西

施
願
。

両
手
合
掌

北

無
垢
。
左
手
施
無
畏
、
右
手
持
宝
蓮
華

魯

天
盤
の
頂
上
に
七
星

(北
斗
)
(大
正
二
〇
-
六
〇
七
)
王
の
形
像
を
画

く
。
地
盤
の
内
院
の
八
方
に
八
方
天
を
画
く
。
中
院
は
二
十
八
宿
を
画

く
。

こ
こ
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
五
大
虚
空
蔵

は

と
い
う
金
剛
界
五
仏
の
種
子
が
示
さ
れ
、
密
教
の
根
本
教
理

の
金
剛
界
と
連
な
る
と
と
も
に
、
北
斗
七
星
、
二
十
八
宿
と
関

っ
て
宿

曜
信
仰

へ
と
発
展
し
て
い
く
。

ω

『喩
紙
経
』
の
五
大
虚
空
蔵
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

中

白
色

左
手
鉤

右
手
宝

(別
名
)
法
界

東

黄
色

左
手
鉤

右
手
宝
金
剛

金
剛

南

青
色

左
手
鉤

右
手
三
弁
宝

宝
光

西

赤
色

左
手
鉤

右
手
大
紅
蓮
華

蓮
華

北

黒
色

左
手
鉤

右
手
宝
鵜
磨

業
用

(大
正

一
八
-
二
六
三

・
b
)
(
大
正
一
八
-
二
六
三

・
c
)

『
喩
紙
経
』
は
五
大
虚
空
蔵

を
説

く
前

に
金

剛
虚
空

蔵

五
字

明

を

説
く
。

五
大
虚
空
蔵

を
説

い
た
後

金
剛
吉
祥
成
就

一
切
を
説
く
。

(オ
ー
ム
、
金
剛
吉
祥
、
大
吉
祥
、
日

曜
、
月
曜
、
火
曜
、
水
曜
、
木
曜
、
金
曜
、
土
曜
の
各
星
曜
の
吉
祥
よ
、
大
三
昧

邪
吉
祥
よ
、
ス
ヴ
ァ
ー
ハ
ー
)
と
あ
る
。

こ
こ
に
五
大
虚
空
蔵
は
七
曜
と

関
わ
り
、
や
が
て

『
宿
曜
儀
軌
』
と
関
わ
り

「日
月
星
皆
虚
空
蔵
の
所
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虚
空
蔵
法

に

つ
い
て

(
八

田
)

一
〇
二

変
な
り
」
(大
正
二
一
-
四
三
二
・
b
)
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

⑤

『
楡
祇
経
疏
』
安
然
述
で
は

「虚
空
蔵
は
是
れ
明
星
天
子
な
り
」

(大
正
六

一
-
四
九
六
.
b
)
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
五
大
虚
空
蔵

は
亦
明
星
天
子
の
本
身
也
。
故
に
明
星
円
明
の
中
に
処
す
。
亦
七
曜
、

九
執
、

二
十
八
宿
を
以

っ
て
春
属
と
な
す
」
(大
正
六
一
-
四
九
七
.
a
)

と
。
こ
う
な
る
と
古
代
中
国
よ
り
伝
承
さ
れ
た
北
辰

(北
極
星
)、
七
星

(北
斗
)
と
二
十
八
宿
の
関
係
も
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

北
辰

、

七
星
、

二
十

八
宿

北
辰

(北
極
星
)
は
地
球
の
自
転
の
軸
の
北

の
中
心
に
あ
る

た

め
、

衆
星
を
牽
い
る
天
の
皇
と
さ
れ
て
い
る
。
七
星
は
北
辰
を
廻
り

一
年
に

三
六
〇
度
の
回
展
を
す
る
。
第
七
星
は

一
ケ
月
に
三
十
度
つ

つ
位
置
を

変
え
、

第
七
番
目
の
星
と
北
辰
と
の
角
度
は

一
年
の
季
節
と
関
わ
る
。

二
十
八
宿
は
天
の
星
座
で
あ
る
か
ら
、
万
天
の
星
は
北
辰
に
支
配
さ
れ

る
も

の
ど
さ
れ
る
。
そ
こ
で
天
の
皇
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
気
候
を
支
配

す
る
北

辰
は
密
教
で
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

ω
妙
見
法

妙
見

は
北
辰
の
仏
教
的
な
尊
格

で
あ

る
。
『
阿
娑
縛
抄
』
で
は

「北

辰
は
妙
見

也
。
又
尊
星
王
と
云
う
是
れ
也
」
と
あ
り
続
い
て

「尊
星
王

は
釈
迦

一
字
金
輪
、

吉
祥

天
也
」
(大
正
㈹
―
四
六
二
・
b
)
と
あ
る
。

こ
れ
か
ら
北
辰
は
尊
星
法
と
か
熾
盛
光
法

へ
と
展
開
し

て

い
く
。
『図

像
抄
』

の
妙
見
の
図
を
見
る
と
、
妙
見
は
雲
と
竜
の
上
に
乗
り
、
上
の

手
に
日
珠
と
月
珠
を
持
ち
、
下
の
手
に
筆
と
記
籍

(ノ
ー
ト
)
を
持
つ
。

鬼
と
童
女
を
伴
う
。
向

っ
て
左
の
脇
士
は
雲

に
乗
り
、
頭
頂
よ
り
六
蛇

を
出
し
、
四
腎
に
し
て
筆
、
記
籍
、
刀
剣
、
輪
宝
を
持

つ
。
右
の
脇
士

は
雲
に
乗
り
左
の
手
に
は
蓮
上
の
北
斗
七
星
を
示
し
て
い
る
。

妙
見
の
図
像
を
見
る
と
北
斗
七
星
が
関
わ
り
季
節
と
気
象
の
変
化
を

示
す
と
み
ら
れ
、

一
方
人
の
善
悪
の
行
い
を
記
し
、
そ
れ
が
天
の
道
に

適
う
か
を
示
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

②
北
斗
法

北
辰
、
北
斗
七
星
を
中
心
に
九
曜
、
十
二
宮
、
二
十
八
宿
を
ま
と
め

た
も
の
に
北
斗
曼
茶
羅
が
あ
り
、
風
雨
順
調
と
運
命
を
開
い
て
い
く
北

斗
法
が
成
立
す
る
。
こ
の
曼
茶
羅
に
方
形
と
円

形

の
二
種
が

あ
る
。

『
覚
禅
紗
』
に
は
釈
迦
文
院
版
の
方
曼
茶
羅
が
あ
る
。
中
央
内

院

に
は

竜
王
の
と
り
巻
く
山
が
あ
り
、
そ
の
上
に
頂
輪
王

(北
辰
、
図
像
は
釈
迦

金
輪
)
が
画
か
れ
、
そ

の
下
に
北
斗
七
星
が
配
さ
れ
、
頂
輪
王

の
ま
わ

り
に
九
執
が
配
さ
れ
て
い
る
。
火
水
木

金
土

の
五

星
と
、
ラ
ゴ

(蝕

神
)、
ケ
ー
ツ

(彗
星
)
は
星
座

の
中
を
運
行
す
る
星
で
あ
る
か
ら
命
運

を
主
る
星
と
さ
れ
て
い
る
。
第
二
院
に
は

一
年
の
太
陽
の
位
置
を
示
す

十
二
宮
、
第
三
院
に
は
二
十
八
宿
が
示
さ
れ
て
い
る
。

円
形
で
は
図
像
部
七
巻
に
仁
和
寺

の
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
四
重
で

あ

っ
て
、
中
央
は
大
海
に
突
き
出
た
須
弥
山
が
あ
り
、
二
竜
王
が
巻
き

つ
き
、
そ
の
上
に
頂
輪
王

(北
辰
)
が
坐
す
。
第
二
重
に
は
北
斗
七

星

と
九
執
、
第
三
重
は
十
二
宮
、
第
四
重
は
二
十
七
宿
が
配
さ
れ
る
。
月
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虚
空
蔵
法

に

つ
い
て

(八

田
)

一
〇
三

は
二
十
七
日
七
時
間
で
元
の
位
置
に
か
え
る
か
ら
、
二
十
七
宿
と
二
十

八
宿
の
二
通
り
の
図
が
あ
る
。

以
上
、
北
辰
は
北
斗
七
星
、
九
執
、
二
十
八
宿
に
囲
ま
れ
た
図
を
見

る
と
、
北

辰
の
偉

大
な

力
が
命

運
を
支
配
し
、
擁
災
招
福
。
風
雨
順

時
、
五
穀
豊
穣
を
約
束
す
る
尊
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
こ
の
こ
と
は
神

道
の
教
理
行
法
と
関
わ

っ
て
い
く
。

五

神

道

の
教

理

と
行
法

ω
大
神
神
社

の
三
輪
明
神

三
輪
明
神

の
秘
印
三
弁
宝
珠
は
日
月
星
の
三
光
表
わ
す
…
…
昔
弘
法

大
師
三
輪

山
に
参
籠
し
て
八
処
明
神
の
本
地
供
を
修
し
玉
う
時
、
明
星

天
子
降
臨

し
た
ま
う
。
…
…
亦
大
己
貴
尊
は
日
を
現
わ
し
、
月
を
顕
わ

し
給
う
故
、
こ
の
三
光
を
合
せ
て
三
輪
の
神
と
い
う
也
」
(大
神
神
社
史

料
五
-
五
三
七
)。
明
星
天
子
を
妙
見
尊
と
同
じ
よ
う
に
見
て
い
る
。

ま
た
三
輪
の
神
は
大
物
主
と
呼
ば
れ
、
そ
の
根
本
は
宇
宙
の
水
を
主

る
と
こ
ろ
か
ら
善
女
竜
王
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
妙
見
尊
、
北

斗
法
の
金
輪
尊
、
明
星
天
子
が
竜
王
を
座
と
す
る
の
と
軌
を

一
に
し
て

い
る
。
長
谷
寺

に
所
蔵
す
る

『三
輪
流
神
道
灌
頂
道
場
法
』

に
は
雨
宝
童
子

が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
求
聞
持
法
の
虚
空
蔵
菩
薩

の
示
す
宝
珠
が

発
展
し
、
雨
の
宝
が
恵
ま
れ
る
こ
と
を
示
す
尊

と
な

る
。
『雨
宝
童
子

啓
白
文
』

で
は

「
こ
れ
三
界
に
所
有

の
海
川
山
峰
草
木
石
砂
有
情
非
情

の
色
形
の
精
魂
…
…
世
間
万
物
自
然
の
本
主
。
…
…
明
星
の
精
霊
は
精

雨

宝
童
子
、
仏
に
あ
り
て
は
虚
空
蔵
也
」
(弘
法
大
師
五
―
二

一
四
)、
と

あ
り
宝
珠

の
徳
が
展
開
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。

②
日
吉
大
社

の
山
王
権
現

台
密
に
お
け
る
北
辰
信
仰
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
園
城
寺
の
秘
法
と

し
て
修
せ
ら
れ
る
尊
星
法
で
あ
り
。
今

一
つ
は
比
叡
山
で
修
せ
ら
れ
る

熾
盛
光
法
で
あ
る
。
こ
の
尊
星
法
も
、
熾
盛
光
法
も
山
王
七
社
と
関
わ

っ
て
い
る
。

山
王
権
現
が
北
斗
七
星
と
関
わ
る
こ
と
は
山
王
祭
の
行
事
を
見
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
今
日
の
山
王
祭
は
三
月

一
日
に
牛
尾
宮
、
三
宮
宮
の

神
輿
が
、
北
斗
七
星
の
降
る
牛
尾
山
に
運
び
上
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
霊

気
を
つ
け
、
四
月
十
二
日
に
山
を
下
り
東
本
宮
に
還
行
す
る
。
十
三
日

に
神
輿
は
東
本
宮
と
樹
下
神
社
の
神
輿
と
合
体
し
、
神
輿
振
り
の
神
事

が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
四
基
の
神
輿
は
西
本
宮
に
運
ば
れ
る
。

十
四
日
西
本
宮
、
宇
佐
宮
、
白
山
宮
の
神
輿
は
前
夜
運
び
込
ま
れ
た

四
基
と
合
体
し
、
山
王
七
社

の
神
輿
が
並
ぶ
。
神
事

の
後
渡
御
が
行
わ

れ
る
。
琵
琶
湖
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
が
、

こ
の
時
に
介
添
え
を
す
る

人
は
黒
い
法
被
を
着
て
い
る
。
背
中
に
は
水
神
を
示
す
蛇
が
染
め
抜
か

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
北
斗
七
星
の
偉
大
な
霊
力
と
、
大
山
咋

の
神
の

恵
み
の
水
が
示
さ
れ
、
山
王
権
現
は
自
然
の
大
き
な
力
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
天
文
、
星
座
の
修
法

(関
西
学
院
大
学
講
師
)

649


